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1. 緒言

筆者らは, ラバン(Laban, R.)の 「ダンスは引

き伸ばしたシャドウ ・ムーブメントである」10), 

ノース(North, M. )の 「パーソナリティーは動き

に表れる」ll), ハンナ(Hanna, J. L)の 「踊ること

は, 人間性の表れである」6), 松本の 「すべての舞

踊を舞踊たらしめる本質は--"ひ と流れの動

き"に 在 り」8)などの言に共通に流れている舞踊観

を 「舞踊は, その個人の存在の仕方そのものの表

明である」 と捉え, この舞踊観に基づいて, 松本

らの提唱する 「舞踊課題学習」を実施 している。

そして, この学習における学生の舞踊体験が, 学

生の創造性の陶冶や自己実現に深 く関わつている

ことを先行研究12)13)で実証 して きた。そ こでの学

生の舞踊に対する認識は, 当然, 学生たちが自ら

の体験を通 して得たものである。そ してさらに, 

この認識を前述の舞踊観につながるより広 く深い

認識へと導 くためには, 異なるさまざまな舞踊の

実体験 と共に, その実体験に伴 う制約を越えた鑑

賞体験が有効であろう。

ところでこの舞踊の鑑賞については, 劇場にお

ける鑑賞において受け手が作品か ら享受 した内容

を構造化するとともに, それ と舞踊作品のジャン

ルとの関係を分析 している中井 らの研究9), SD法

の適用により舞踊の享受を規定 している感情価を

明確にし, 鑑賞構造の解明と体系化を試みた金城

らの研究2)などがある。また, 内山ら15)はマルティ

ン ・ブーバーの理論に依拠 して舞踊の享受構造に

ついて分析 し, その結語において 「学校体育の教

材としての舞踊においては, 鑑賞眼の洗練ととも

に 「存在」 の深淵を見通せ る目を養 うことを 目

標」 とすべきであると述べ, 「舞踊享受の構造を

十分に考慮 した上で, 舞踊を個人の自己実現に

とって重要な意味を持つ ものとして位置付けてい

く必要があろう」 と示唆 している。 これらの先行

研究では, 公演あるいは実験的に設定 した舞踊鑑

賞または哲学的考察に依拠することに より, 送 り

手(舞 踊作品)ま たは受け手の立場から鑑賞構造

もしくは享受構造を解明することが主たる目的と

なっている。一方, 本研究は舞踊の認識を知性と

感性の双方に求めるという立場に立った授業にお

ける鑑賞に依拠 した実践的事例研究である。

筆者らは, 舞踊をみるすなわち鑑賞 という享受

行為の価値について, 以下のように考えている。

す な わ ち そ れ は, 創 る ・踊 る とい う行 為 に 比 べ 受

動 的 で は あ るが, そ の体 験(鑑 賞 体 験)の た め の

制 限 は 創 る ・踊 る体 験 よ りも少 な い。 つ ま り, 創

り, 踊 るた め に は, 自主 的 に 自分 の全 存 在 を か け

て 活 動 し始 め な け れ ば な らず, ま た踊 る こ との で

き る空 間(場 所)と そ の 空 間 が使 用 で き る時 間 等

が 限 定 され て い るの に 対 し, 鑑 賞 は, ビデ オ でな

らば, 好 きな 時 間 に 好 きな場 所 で, 好 き な姿 勢 で

み る こ とが で き る。 この よ うな鑑 賞 の受 動 性, 気

軽 さは, 舞 踊 の 実 体験(創 る ・踊 る体 験)を 持 っ

て い な い 人, あ るい は 持 と う と しな い人 の 目を 舞

踊 に 向け させ るの に 有 効 で あ り, さ ら に舞 踊 の実

体 験 へ の 動 機 づ け とな る で あ ろ う。 ま た, 舞 踊 の

実 体 験 が あ る人 も実 体験 が な い人 も, 自 らが 実 際

に 体 験 す る こ と が 難 しい 舞 踊 を 鑑 賞 す る こ とに

よ って, 舞 踊 の 世 界 の広 が りを知 り, 人 間 が 持 っ

て い る舞 踊 文 化 の 豊 か さを感 受 す る こ とが 可 能 で

あ ろ う。

 筆 者 らは, 舞 踊 の 鑑 賞 の意 義 を上 述 の よ うに 考

え, ダ ンス の 実 体験 の な い学 生 が3/4を 占 め る

体 育 学 演 習 皿 「運 動 と表 現 」 に お い て, rThe

dance workshop-A guid to the fundamentals

of movement」1)の 講読 と共 に, ビデ オ に よる舞 踊

の 鑑 賞 を 内 容 と して授 業 を進 め た。 す なわ ち, 講

読 に よ り舞 踊 に 対 す る知 的理 解 を, ビデ オ鑑 賞 に

よ り感 性 的 認 識 を 求 め た。

講 読 を 行 な つ たrThe dance workshop-A

guid to the fundamentals of movement」 は,「 導

入 ・舞 踊 の 要 素 ・基 本 的 トレー ニ ング の方 法 ・発

展 段 階 の トレ ー ニ ン グ 方 法 ・ジ ャ ズ の テ ク ニ ッ

ク」 の 内 容 か ら成 る舞 踊 の 入 門書 的 な書 で あ り, 

か つ て は ダ ンサ ー で あ り現 在 は ロ ン ドン ・コン テ

ン ポ ラ リー ・ダ ンス ・ス クー ル の教 師 で あ る著 者

の コ ーヘ ンが 言 う"舞 踊 はす べ て の人 の も ので あ

る"と い うこ とへ の理 解 を助 け る 内容 構 成 で あ る

とみ る こ とが で き よ う。 本 講 で は と くに 「導 入

(Introduction)」 お よび 「舞 踊 の要 素(Elements

of Dance)」(PP. 10-51)を 取 り上 げ て 講 読 を 行

な つた 。

 本 研 究 で は, 先 に述 べ た舞 踊 に 対 す る知 的 理 解

と感 性 的 認識 を 求 め た授 業 よ り, 鑑 賞 体 験 に よ る

舞 踊 の 認 識 に 焦 点 を絞 り, 以下 の よ うに 目的 を 設

定 した 。

す な わ ち, 授 業 受 講 生 に よる舞 踊 鑑賞 の 感 想 文
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浴資料 として, 

(1) ジャンルの異なる舞踊の鑑賞から得られるそれ

ぞれの舞踊に対する認識には, どのような特徴が

見られるか

(2) 舞踊の鑑賞体験が, 広 く舞踊を認識する上で意

義のある体験であるか

の2点 を明らかにすることが本研究の目的である, 

II. 研究方法

<期間>1991年4月16日 から7月9日 および, 

1992年4月14日 か ら7月7日 の演習(運 動 と表

現)の 授業各12回 ずつ

〈対象>神 戸大学教育学部中等体育の体育学演

習 皿の受講生, 1991年: 14名(男 子10名, 女子4

名), 1992年: 9名(男 子6名, 女子3名)の 計

23名

〈方法〉鑑賞の対象 とした ビデオは表1に 示し

た通 りである。これらのビデオは, 筆者(柴)が

「『Dance for all』を学生に気付かせたい」とい う

目的から, 舞踊のジャンル, 創 り手の年齢に焦点

をあてて選択したものである。

本研究の研究材料は, 表1に 示 した10の 作品の

それぞれについて, ビデオで鑑賞 した後に提出さ

れた感想文(た だ し10番 目の 『舞踏』について

は, '91年には鑑賞対象としていなか つたが, 加

える必要があると考え'92年 に鑑賞対象に加えた。

なお本研究の対象者は授業受講者であるために, 

舞踊のジャンルによつて鑑賞者の数が異なる。と

りわけ表1に 示す8. 9. 10の舞踊については, 

鑑賞の時期が教育実習の時期 と重なつたため人数

が少なくなっている。(それぞれの舞踊の鑑賞人

数は, 後に示す図の表記の後の()内 に記す。)

表1 鑑賞舞踊(ビ デオ)一 覧
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である。これらの感想文の記述内容をKJ法2)で 分

類 し, 構造化することにより, それぞれの舞踊の

鑑賞より得 られた認識の特徴を捉えた。感想文の

分類 ・整理にあた りKJ法 を用いたのは この方法

が 「情報それ自身が語 りかける示唆に素直に耳を

傾けて」5)「異質のデータを統合する方法」4)であ

り, 多数の者が書いた記述だけではなく, たとえ
一人だけが書いたものであつても一つの意見とし

て同等に耳を傾ける, すなわち数量の多いものだ

けを取 り上げて, それを代表意見 とするのではな

く, すべての意見を考察の対象 とできる方法であ

るため, 前述の舞踊観に基づいて研究を進めてい

くには, この方法が最 も適 していると考えたから

である。

III. 結果と考察

図1「 魔 女 ラ ンダ の 祭 り 稲 作 と祈 りの 島

・バ リ」 の構 造 化(20)*

*()内 の 数字 は鑑 賞者 の数 を表 す。

伝 統(9)/連 帯(3)/文 化(4)

図2 rA study of teaching method

Creative Dance-」 の 構 造 化(17)

図3「 神 戸 大 学 ・ダ ン ス フ ェス テ ィバ ル 参 加

 作 品 」 の 構造 化(20)

図4「 ク ラ シ ッ ク ・バ レエ 、"パ リの炎"」

の 構 造 化(20)

図5「 モ ダ ン ・バ レエ 、"エ ロス タ ナ トス"」

の 構 造 化(22)
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上述のような手続きをへて得た結果について, 

以下各ジャンルごとに考察を進める。

1. 魔女ランダの祭 り-稲 作と祈 りの島 ・バ リー

このビデオ鑑賞後の記述内容からは, 図1に 示

すように3つ の大きなカテゴリーを見い出すこと

ができた。ここでは, バリ島で暮らす人々にとつ

て彼等の 『生活』と 『神への祈 り』, そ して 『祭 り
・踊 り(ケ チャ)』とは切 り離す ことのできない

ものであ り, 人間の根源的な 「欲求(m, f)」 と

して, また 「生命の現れ(m)」 として, 踊 りがバ

リ独特の表現とリズムを持ちながら 『伝統』の中

で受け継がれてきたことを認識 している。また, 

このようなバ リ島の人々の生き方を, 文明に彩ら

れた我々の生活よりもず っと 「人間らしい(f)」

と捉えてお り, 「飾 り気のない素直な表現(m)」

や 「踊らされるのではなく体の内部から自然に発

生する欲求に逆らわずに踊る(m)」 ことの大切

さへの気づきが見られた。

注)『 』内の言葉は, 構造化の際に用いた言葉, 

「 」内は, 感想文またはレポー トか らの引用で

あることを表わす。なお(m)は 男子, (f)は 女

子の記述であることを示す。以下 も同様である。

2. 創作ダンスの指導法

このビデオの感想からは, 図2の ように 『舞踊

図6「 モダ ン ・ダ ン ス、"迷 宮 の 使 者"」

の 構 造 化(18)

図7「 ラバ ン ・セ ン タ-・ 学 生 グ ル ー プ 作 品 」

の構 造 化(9)

図8「 日本 舞 踊 、"鏡 獅 子"」 の構 造 化(9)

図9「 創 作 フ ラ メ ン コ"カ デ ィス の 女"」

の構 造 化(8)

図10「 舞 踏"石 の 花"」 の 構 造 化(7)
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の特性』,『発達 と表現』,『学校教育におけるダン

ス』の3つ のカテゴリーを得た。 ここではまず, 

このビデオが 「ダンスとは何かを考える手がか り

となった(m)」 ことがあげられている。そして, 

身体による表現すなわちダンスは 「心を表現する

とい う無限の可能性(f)」 を持ち, 自己と他者と

が 「互いに感じ合い(m)」 ながら踊ることにより

コミュニケーションをはか りつつ 「個性を鮮明に

(m)」 してゆ くものであるという 『舞踊の特性』

が押さえられている。また, 幼稚園から大学 ・プ

ロフェッショナルに至るまでの年齢および精神的

発達と表現の変化が明確に捉えられてお り, 発達

に応 じた表現があることが認識 されている。そし

てさらにこの点は次のカテゴリー 『学校教育にお

けるダンス』へと繋がる。すなわち, 「学校でのダ

ンスが表現性豊かな個性を年齢に応 じて育んでい

る(m)」 という記述や 「加齢 とともに女性のみが

行 うものとなつてしまっている傾向があるが本当

にそれで良いのか(m)」 とい う問題提起からも

分かるように, ダンスは年齢や男女の別を越えて

広 く学校教育の中で行われるべきものという認識

が得られていると考えられる。

3. モダン ・ダンス: ダンスフェスティバル参加

2作 品

この2作 品を観ての感想からは図3に 示すカテ

ゴリーを得た。ここではまず 「このような創作ダ

ンスの作品を初めて見た(m)」,「 自分の想像 し

ていた舞踊とはかな り違 つた(m)」 とい う記述

に, 『創作ダンスとの出会い』を読み取 ることが

で きる。次に, 「力強い(f)」 「躍動的 である

(m)」 という作品が持つr感 情価』や, 「テンポ

が速 く, リズ ミカルに歯切れの良い動 きなのに, 

流れる感 じもする(f)」 といつた具体的な 『動

き』, また衣装や音楽などの 『効果』に関する記述

が多 く, さらには 「線の細い女性の動 きと, 力強

い男性の動きとが, お互いを生かし合 って………

(f)」 という男女の動きの特性や, 一人一人の

『個性』にも着目している。また, この作品は自

分たちの先輩や友人が演 じているという点から, 
『集団』で一つのことを仕上げる素晴 らしさや, 

作品が仕上がってい く過程で生まれる 『仲間意

識』を強 く感 じ取 っている。練習過程を実際に見

た者からは 「ものす ごく伝わ つてくるものがあっ

て感動 したが, ビデオではそのパワーが伝わつて

こない(f)」 と, ビデオによる鑑賞の限界も指摘

された。しかしながら自分の身近にいる人達がこ

のような作 品を舞台で発表 しているとい う事実

は, 作品と共に強い 『メッセージ』を発 した と推

察され, 鑑賞者はダンスをより 『身近なもの』と

して捉えることができたと言えよう。

4. ク ラ シ ック ・バ レエ

この 舞 踊 の 感 想 か らは, 図4に 示 す カ テ ゴ リー

を 得 た 。 まず こ こで は, 「決 ま った よ うな 踊 りを

組 み 合 わ せ て … … …(m)」 や 「踊 りの 中 の動 きに

規 則 性 が あ り… … … そ の踊 りの技 術 ばか りに 目が

ゆ き(f)」 と い うよ うに 『決 め られ た動 き』 とそ

れ を 支 え る正 確 な 『動 きの技 術 』 が, 作 品全 体 の

整 った 『美 しさ』 を 生 み, ク ラ シ ッ ク ・バ レエ と

い う一 つ の表 現 形 式 を 創 り出 して い る こ とを認 識

して い る。 しか しな が らそ れ は 「や る もの で は な

く, 見 て 楽 しむ もの(m)」 「形式 的 で動 き を見 せ

る も の(m)」 と して捉 え られ, 実 際 に行 うも の と

して は近 づ き難 い と考 え られ て い る こ とが分 か る。

5. モ ダ ン ・バ レエ

「モ ダ ン ・バ レエ 」 で は 図5に 示 す よ うに, 身

体 の動 きに 「不 気 味 さ(m)」 や 「違 和 感 を感 じる

(f)」 と しな が ら も, そ こに は 『型 に は ま ら な

い』 「直接 心 に つ き刺 さ って くる(f)」, 「感 情 が

伝 わ つ て くる(f)」 自由 な表 現 が あ る こ とを 認

め て い る。そ して 「人 間 の 美 し さ(m)」, 「生命 の

強 さ(m)」 とい うの は形 式 的 な 美 し さ だ け で は

十 分 に表 現 され な い こ と, す な わ ち 「人 間 の感 情

が どろ どろ と織 り込 まれ て い る(f)」 「醜 い美 し

さ(f)」 とい うよ うな もの の表 現 の 中に 「引 きず

りこまれ て(f)」, 「心 打 た れ て(m)」 い る 自分

に気 づ き, この 「人 間 の 本 質 に迫 つて くる よ うな

表 現(f)」 が 「感 動(m, f)」 を生 む と して い

る。

6. モ ダ ン ・ダ ンス: マ ーサ ・グ ラー ム舞 台作 品

マ ーサ ・グ ラ ー ム舞 台 作 品 か らは 図6に 示 す よ

うに4つ の カテ ゴ リーを 見 い 出 す こ とが で き た。

まず 『グ ラ ー ムの 人 とな り』に つ い て は, 「グ ラ ー

ム はパ フ ォーマ ンス に 至 るま で の技 術 的 ・精 神 的

過 程 を 非 常 に 厳 し く考 え て い る の で は な い か

(m)」 とい う よ うに, グ ラー ムの舞 踊 や 舞 台 ・作

品 に 対 す る考 え 方 を 汲 む 記 述 が 見 られ た 。 次 に

『緊 張 と弛 緩 』 で は, コ ン トラ クシ ョ ン-リ リー

ス とい うグ ラ ー ム ・メ ソ ッ ドが作 品 の 中 で効 果 的

に 用 い られ て い る点, 『身 体 の 持 つ 表 現 性 』 で は

身 体 そ の もの, 『肉体 そ の もの の 美 し さ』が, た だ

そ れ だ け で 表 現 を 豊 か に して い る とい う点, さ ら

に 棒 や 紐 とい った 『小 道 具』 が非 常 に効 果 的 に 使

わ れ, 表 現 を 引 き立 て て い る とい う点 へ の気 づ き

を 読 み 取 る こ とが で き, 作 品 の 中 の グ ラ ー ム ら し

さを 捉 え て い る と考 え られ る。 そ して 「見 て い て

とて も疲 れ て しま つた。 それ だけ 作 品 が 私 に 働 き

か け て きた の だ ろ う(f)」 と い う記 述 に 見 られ

る よ うに, この作 品 に は み る者 を引 きつ け る 『不

思 議 な 力 』 が あ る こ とを認 識 して い る と推 察 され

る。
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7. モ ダ ン ・ダ ンス: ラバ ン ・セ ン タ ー ・学 生 グ

ル ー プ の作 品

この舞 踊 か らは 図7に 示 す カテ ゴ リーを 得 た 。

こ こで は 「自分 の思 いを 伝 え よ うとす る気 持 ち が

全体 か ら感 じ取 られ … ……(f)」 や, 「技術 的 に

は 未熟 そ うだ が … …見 や す くて 共 感 で き る部 分 が

多 か つた(m)」 とい う記 述 の よ うに 『作 品 の 持 つ

メ ッセ ー ジ 』 を 受 け 取 り, そ こ か ら 自分 た ち も

「大好 きに なれ る作 品 を 創 りた い(f)」 と, 『創

作 へ の意 欲 』 をか きた て られ て い る。 しか しな が

ら一 方 で 「動 き の 技 術 が 未 熟 だ と, 十 分 に メ ヅ

セ ー ジが伝 わ ら な い ので は な い か(m)」 と い う

点 も指 摘 して い る。 ま た 「何 組 もの 踊 りを 見 た

が, そ れ ぞれ 個 性 的 で, こん な に もた くさん の表

現 方法 が あ る のだ な と感 心 した(m)」 と い う よ

うに, それ ぞれ の 『個 性 』 を 投 じた 作 品 の, 表 現

の 多様 性 と面 白 さ を認 識 して い る と考 え られ る。

8. 日本 舞 踊

日本 舞 踊 『鏡 獅 子 』 の感 想 か ら は, 『日本 の伝

統 』 とい う視 点 か ら, 『衣 裳 ・音 楽 』 『動 き の特

性』 『ス トー リー性 』 の3つ の カ テ ゴ リー を 見 い

出 す こ とが で きた(図8)。 『衣 裳 ・音 楽 』 で は, 

「衣裳 が登 場 キ ャ ラ クタ ーを 直 接 的 に 表 現 して い

る(m)」 や 「動 作 や 衣 裳, 音 楽 の"迫 力"に 圧倒

され て しま つた(m)」 とい う記述 が 見 られ た。 さ

らに 「カ カ トが床 につ い て い るに もか か わ らず 重

苦 し さが感 じ られ な い(f)」 や 「今 まで に 見 た ダ

ンス と比 べ て み て, 動 きが"ス トップ"し た と き

の"キ メ"の 動 作(と い う よ りは む しろ, 形)を

強 調 して い る と思 う。 そ してそ の形 が とて も美 し

く感 じられ た(m)」 とい うよ うに, 他 の 舞 踊 とは

異 な る 『動 き の特 性 』を 捉 えて い る。ま た, 「背 後

に 何 等 らか の ス トー リー が存 在 す る… … …(m)」

や, 「バ ヅクの 和 楽(*原 文 通 り)も ス トー リーを

唄 つた もの で あ る し… … …(m)」 な ど, 『ス トー

リー』 に沿 って踊 りが展 開 して い くこ とを あげ て

い る。 そ して これ ら3つ の点 に, 「今 ま で に 見 た

舞 踊 とは ま つた く異 な る 印象 を 受 け る(m)」 表

現 形 式 を 認識 して い る と考 え られ よ う。

9. 創 作 フ ラ メ ン コ

創 作 フ ラ メ ン コ 「カデ ィス の 女 」 で は, 『リズ

ム』 や 『手 足 の 動 き』 の特 性 を捉 え, 日本 舞 踊 や

これ まで に 見 た 舞 踊 との 比較 か ら 「民 族 に よる風

俗 の違 い が, 舞 踊 に お い て も よ くあ らわ れ て い る

(f)」 とい うよ うに, そ れ ぞ れ の民 族 が持 つて い

る独 自 の動 きの 形 式 や 意 味 を認 識 して い る。 また

踊 りか ら感 じられ る踊 り手 の 生 き様 や, 「あ そ こ

ま で踊 り手 を 引 き付 け る 舞 踊 の パ ワ ー に 驚 い た

(m)」 とい う よ うに, 『舞 踊 の 持 つ 力』 へ の気 づ

きを見 る こ とが で きた 。

10. 舞踏

舞踏 「石の花」を観ての感想からは, 図10に 示

すカテゴリーを得た。ここではまず 「舞踏とい う

ジャンルがあることを今回初めて知 った(f)」

という記述のように,『舞踏との初めての出会い』

があり,「こんな表現があつたのか とい うショッ

キングな感 じを受けた(f)」 と, この表現形式に

少なからず驚きを感 じているのが分かる。具体的

には,「人間が動いているのであ りなが ら人間で

ない, まるで人形 の ように生気を感 じさせな

い………(f)」 けれ どもそれを 「生きた人間がや

るからこそ, 人の心を引き付け………(m)」 と, 

『"人間"を 感 じさせる動 き方』に感動 し, また

「流れている音楽とからだの中に流れているリズ

ムとの両方か ら, 舞踊 が生 じることを感 じた

(m)」 や 「音楽に合わせているのだがその中で何

か別のリズムに乗っている(m)」 とい うように, 

身体を流れる舞踊の 『リズム』を捉えていること

が分かる。そ してこの動き方とそこに流れるリズ

ムにより 「からだの内側から感情がにじみ出てい

る(f)」 のを感 じ, 「何か 『内在的なものを表

出』している(m)」 ことを認識 していると考えら

れる。この作品については特に, 演者(振 付け

者)の 独自性や芸術的 ・音楽的な才能についての

記述が多 く, これを見て 「自分のダンスに対する

固定観念がかなり強固になつて(m)」 いること

をあげ, 「固定観念にとらわれない創造性 のある

柔軟な思考が必要である(m)」 と認識す るに

至 つている。

11. まとめ

以上 より各ジャンルの舞踊の鑑賞 より得 られた

認識についてまとめると, 鑑賞者はまず 『魔女ラ
ンダの祭 り』で人間の生活 ・宗教と深 く結び付い

た舞踊を, 『創作ダンスの指導法』で, 人間の成長

とともに存在する舞踊をそれぞれ認識 しているこ

とが分かった。次にクラシック ・バ レエ 『パ リの

炎』では, 踊 り手の正確な動きの技術に形式 とし

ての美を見い出し, モダン ・バ レエ 『エロス ・タ

ナ トス』では, 洗練された踊 り手の身体から生ま

れる自由な動きに, 人間存在の本質に迫ってくる

表現を捉えている。そしてこの2つ のバ レエを観

た感想を比較す ると, クラシ ックはその華やか

さ, 技術的な面での美 しさを見せるものであ り, 

モダンは 「技術要素も高いものがあるにもかかわ

らず, その技術を見せるというより, 何かを表現

し, それを客に考えさせるというような踊 りであ

る(m)」 と, 同 じバレエというジャンルにあるも

のながら, まつたく異なった点が認識されている。

さらに, モダン ・ダンス 『迷宮の使者』では鍛

えられた肉体による表現を, そ して 『ダンスフェ
スティバル』お よび 『ラバ ン ・セ ンター学生作
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品』で螺無卿年代の人達が踊る姿にメッセージを

感 じ, 現在在る身体での表現 と人間の持つ表現の

多様 さを認識 し, 舞踊に近づいていることが分か

る。

また日本舞踊 『鏡獅子』, フラメンコ 『カデ ィス

の女』, 舞踏 『石の花』では, 今までに鑑賞 してき

た舞踊とはまったく異なる表現形式や, 踊 り手の

情熱に引き付けられている。そ してこれらの舞踊

を観ることにより, 舞踊にはさまざまな表現形式

の拡が りがあること, さらに舞踊 とは踊 り手がま

るごとの自分を投じて, それぞれの独自のものと

して生まれて くることを認識 していると考えられ

る。

IV. 結論

本研究では, ジャンルの異なる舞踊の鑑賞を通

して, それぞれの舞踊から認識される局面をみて

きたが, その結果, ジャンルごとの特性 と共に, 

ジャンルの特性を越えて人間と舞踊 との関わ りに

ついて認識がなされていることが明らかとなつた。

すなわち, 人間と舞踊 との歴史的な関わ りから人

間にとつての舞踊の価値を認識 し, なぜ人間は踊

るのかとい う舞踊の本質に接近 し, このような身

体による表現活動は人間の基礎的な創造活動 とし

て男女の区別な く体験 されることが望ましいとい

うことを認識するに至っている。

鑑賞体験によって得 られる認識は観念的ではあ

るが, 先にみてきたように"み る"と いう体験か

らだけでもこれだけ多 くのことを認識 し得るとい

うことはすなわち, 舞踊の実体験の無い者にとっ

て鑑賞とい う体験は, 舞踊および舞踊創作に近づ

くための一つの有効なステップであ り, また自分

が体験 しえない舞踊を鑑賞することによって舞踊

の広が り, ひいては舞踊と人間との関わ りを深 く

理解するための契機 とな り得ると言えよう。この

点において, 本研究の目的とした2点 を明らかに

することができたとみることができる。

なお今回の研究では, KJ法 を適用することによ

り舞踊のジャンルごとに得 られる認識の特性を包

括的に捉えたが, 松本が先行研究ηで結論 してい

るように, 舞踊とは動きを媒体 とした無言の伝達

であ りながら, 作者(作 品)と 観者個人 との間に

おいては豊かな精神的交流が行われているもので

あると考えるならば, 舞踊享受における個人的特

性の問題は当然考慮 しなければならない問題であ

ろう。すなわち, ビデオによる10種類の舞踊の鑑

賞を通してそれぞれの舞踊(作 品)と どのように

出会い, どのような点に感動を覚えたか等, 学生
一人一人の個人的な享受の傾向を捉えることによ

り, それぞれの舞踊に対する好嫌度, 鑑賞対象と

した舞踊の有意性が明らかとなれば, 今回提示 し

た各舞踊の構造化はより妥当性を持つであろうと

推察 される。

さらにまた, 鑑賞対象とする舞踊について今回

は筆者(柴)が 目的に沿って, おもに舞踊のジャ

ンルと創 り手の年齢に焦点をあて選択を行 つた

が, どのような舞踊を鑑賞対象とするかは, 鑑賞

者に何を認識 させたいかに関わる大きな問題であ

ることは自明であろう。従って, 鑑賞対象とする

舞踊の選択基準については, 先の享受の個人的特

性の問題 と併せて, 今後研究の第2段 階として検

討を進めたい。
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